
原材料のアミノ酸又は可消化養分総量若しくは代謝エネルギ ーに関する

暫定値承認申請書

消費・安全局畜水産安全管理課長殿

2020年{2月23日

愛知県名古屡砂印に言13年号
バ飼料株式会社 ，，、''.

住所悶訳唱：藤田京£〗

氏名［ ］ 屈 � 

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令の一 部を改正する省令等の施行について（昭

和56年7月27日付け56畜B第1594号。 農林水産省畜産局長・水産庁長官通達）の記の第2の3

の(2)の別記3の2の(1)により、 原材料のアミノ酸又は可消化養分総量若しくは代謝エネ

ルギ ーに関する暫定値の取扱いについて、 別添のとおり関係書類を添えて申請します。

（申請書作成に当たっての注意事項）

1 申請を行う場合、 アミノ酸にあっては別紙1を、 可消化養分総量又は代謝エネルギ ー に

あっては別紙2を別添として添付すること。

2 アミノ酸を申請する場合

(1) 別紙1の「4. 成分量」は、 申請する原材料の産地、 季節、 製造ロット等毎の成分量の

変動等を考慮し、 複数の試料(5点以上）の成分量を測定し、 その平均値を記載する。 関

係書類として複数の試料の試験結果を添付すること。

(2) 飼料分析基準以外の試験法によった場合は、飼料分析基準と同等以上の正確さと精密さ

であることを示す資料を添付すること。

3 可消化養分総量等を申請する場合

(1) 別紙2の「5. 成分量(1) 一 般成分」は、 申請する原材料の産地、 季節、 製造ロット

等毎の成分量の変動等を考慮し、 複数の試料(20点以上）の成分量を測定し、 その平均値

を記載する。 関係書類として複数の試料の試験結果を添付すること。

(2) 別紙2の「5. 成分量(2)消化率」中、ME又はTDNは、 「5. 成分量(1)一 般成分」

に消化率を乗じて算出すること。 関係書類として消化試験を実施した機関が発行した消化

試験結果報告書を添付すること。

資料６－２



 

別紙２ 原材料のTDN又はMEに関する申請書 

 
 

１．名称 

 

さとうきび（デハイ） 

 

２．定義 

 

さとうきびを刈取・粉砕後、機械乾燥を施したもの 

 

３ ． 製造方法及

び製造工程 

①１から２年程生育したさとうきびを刈取、粉砕する 

②粉砕時に発生する出汁は粉砕物に戻し、加熱乾燥する 

③キューブ等に圧縮成形する 

 

４．対象家畜 

（1） 使用目的 

（2） 使用割合又

は使用量 

使用目的：牛用配合飼料原料 

使用割合：1-10％程度 

 

５．成分量 

（1）一般成分 

水分 粗たん白質 粗脂肪 可溶無窒素物 粗繊維 粗灰分 総エネルギー 備 考 

12.4％ 0.7％ 0.4％ 63.6％ 21.0％ 1.9％   

（2）消化率

可消化成分 

鶏 豚 牛 備 考 

CP Fat Fib NFE TDN 代謝率 ME CP Fat Fib NFE TDN CP Fat Fib NFE TDN 

            0.3 

％ 

0 

％ 

46 

％ 

71 

％ 

54.1 

％ 

 

 
（3）特殊成分 

 

 

 

６．備考  
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